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誰に も ある もので、 この 話で も 万一 ョォロ ツバの どの 

ことば 

国 かの 語に 翻訳 せられて、 世界の 文学の 仲間 入 をす 

るよう な 事が あった 時、 余所の 読者に 分からな いだろ 

うかと、 作者 は 途方もない 考を 出して、 行きな り 説明 

を 以て この 小説 を 書き はじめる。 百 物語と は 多勢の 人 

ろうそく 

が 集まって、 蠟燭を 百 本立てて 置いて、 一人が 一 つず 

ばけもの 

つ 化物の 話 をして、 一 本ず つ 蠟燭を 消して 行く の だ そ 

うだ。 そうすると 百 本 目の 蠟燭が 消された 時、 真の 化 

物が 出る と 云う ことで ある。 事に よったら 例の フ アキ 

ィルと 云う 奴が アルラ ァ. アルラ ァを 唱えて、 頭 を掉っ 

てきめん しげき 

ている うちに、 覿面に 神 を 見る ように、 神経に 剌戟を 



さして 行く。 その 客の 群 は 切れたり 続いたり はする が、 

切れた 時で も 前の 人の 後 影 を 後の 人が 見失うよ うな こ 

と はない。 僕 も 歯の 歪んだ 下駄 を 引き 摩りながら、 田 

くろ いけがき 

の畔ゃ 生垣の 間の 道 を 歩いて、 とうとう 目的地に 到着 

した。 

ここまで 来る 道で、 幾ら も 見た ような、 小さい 屋敷 

めぐ かぶきもん 

である。 高い 生垣 を繞 らして、 冠木門が 立てて ある。 

ま A. すす 

それ を 這 入る と、 向う に 煤けた ような 古家の 玄関が 見 

えてい るが、 そこまで 行く 間が、 左右 を 外囲よ リ ずつ 

し き 

と 低い かなめ 垣で 為 切った 道に なって いて、 長方形の 

花崗 石が 飛び飛びに 敷いて ある。 僕に 背中 を 見せて 歩 



る。 百 物語の ァヴ アン. グゥ はこん な 物 かと、 稍 馬鹿 

にせられ たような 気がして、 僕 は 引き返した。 

玄関に 上がる 時に 見る と、 上がって すぐ 突き 当る 三 

畳に は、 男が 一 一人 立 つ て 何か忙 がしそう に咁き 合つ て 

いた。 「どうしゃが つたの だな あ」 「それ だからお いら 

が 蠟燭は 舟で 来る 人なん ぞに 持せ て 来て は 行けない と 

云った の だ。 差 当り 燭台に 立てて あるの しき やない 

の だから」 と 云うよう な 事 を 言って いる。 楽屋の 方の 

世話 も 焼いて いる 人達であろう。 二人 は 僕の 立って い 

るのに は 構わずに、 奥へ 這 入って しまう。 入り 替 つて、 

一人の 男が 視 いて 見て、 黙って 又 引っ込んで しまう。 



しゃ みちゆき ぶり ちゅうじ か 

い、 紗の 道行 触 を 着た 中 爺い さんが、 「ひどい 蚊です な 

あ」 と 云う と、 隣の 若い 男が、 「なに 藪 蚊です から、 明 

りを附 ける 頃に はい なくなって しまいます」 と 云う そ 

しとみ 

の 声が 耳 馴れて いるので、 顔 を 見れば、 都 君であった。 

都 君 も 同時に 僕の 顔 を 見附けた。 

「や あ。 お出なさい ました か。 まだ 飾磨屋 さん を御存 

じない のでした ね。 一 寸御 紹介 をし ましょう」 

こう 云って is 君 は 先き に 立って、 「御免なさい、 御免 

なさい」 を 繰り返しながら、 平手で 人 を 分ける ように 

こうしまど 

して、 入口と 反対の 側の、 格子窓の ある 方へ 行く。 僕 

は 黙って 跡に 附 いて 行った。 



そうきょう 

云えば、 必ず 躁狂 に 近い 間違 方だろう とだけ は 思つ 

ちんうつ 

ていた。 今 実際にみ たような 沈鬱な 人物で あろうと は、 

決して 思って いなかった。 この 時より ずっと 後に なつ 

て、 僕 はゴリ キイの フォマ \ゴ ルジェフ を 読んだ が、 

若しき よう あの フォ マの ように、 飾 磨 屋が客 を 攫 まえ 

ふうさ い 

て、 隅 田 川へ 投げ込ん だって、 僕 は 今 見た その 風采 ほ 

ど 意外に は 思わなかった かも 知れない。 

飾 磨屋は 一 体 どう 云う 男だろう。 錯雑した 家族 的 関 

うわさば なし 

係 やなん かが、 新聞に 出た こと も あり、 友達の 噂 話 

で 耳に 入った こと もあった が、 僕 はそんな 事に 興味 を 

感じない ので、 格別 心に 留めずに しまった。 しかし こ 



んぞ も、 主人 は 馬鹿げた 事 だと 云う こと を 飽くまで 知 

あるい 

リ 抜いて いて、 そこへ 寄って 来る 客の、 或は 酒 食 を 

むさぼ 

貪る 念に 駆られて 来たり、 或は また 迷信の 霧に 理性 

とざ おさな 

を 鎖され ていて、 こわい 物見た さの 穉ぃ 好奇心に 動 

かされて 来たりす るの を、 あの 血 糸の 通って いる、 マ 

リシ ョォ な、 デモ ニックな ように も 見れば 見られる 目 

ひ、 p 、p 

で、 冷 かに 見て いるので は あるまい か。 こんな 想像 

が 一 時 浮んで 消えた 跡で も、 僕 は 考えれば 考える ほど、 

飾磨屋 という 男が 面白い 研究の 対象になる ように 感じ 

た。 

僕 はこう 云う 虱に、 飾 磨屋と 云う 男の 事 を 考える と 



だ 初から 大人に な つ て 社交 上 尊卑 種々 の 集会に 出て 行 

くように なった 後まで、 どんなに 感興の 湧き 立った 時 

うずま さ しん 

も、 僕 は その 渦巻に 身を投じて、 心から 楽んだ ことが 

ない。 僕 は 人生の 活劇の 舞台に いた こと はあって も、 

役ら しい 役 をした ことがない。 高が スタチ ストな ので 

ある。 さて 舞台に 上らない 時 は、 魚が 水に 住む ように、 

傍観者が 傍観者の 境，" に 安んじて いるの だから、 僕 は 

その 時 尤も その 所 を 得て いるので ある。 そう 云う 心 持 

になって いて、 今 飾 磨屋と 云う 男 を 見て いるう ちに、 

僕 はなんだ か 他郷で 故人に 逢うよう な 心 持が して 来た。 

傍観者が 傍観者 を 認めた よ うな 心 持が してきた。 



僕 は 飾 磨 屋の前 生涯 を 知らない。 あの 男が 少壮に し 

きょまん いだ 

て鉅 万の 富 を 譲り受けた 時、 どう 云う 志望 を 懐いて い 

たか、 どう 云う 活動 を 試みた か、 それ は 僕に 語る 人が 

つきあ い 

なかった。 しかし 彼が 芸人 附合を 盛んにし 出して、 今 

としつき 

紀 文と 云われる ようにな つてから、 もう 余程の 年月が 

立って いる。 察する に 飾 磨屋は 僕の ような、 生れな が 

らの 傍観者ではなかった だろう。 それが 今は糙 かに 傍 

観 者に なって いる。 しかし どうして なった のだろう か- 

よも や 西洋で 僕の 師友に していた 学者の ような、 オル 

ガ ニックな 欠陥が 出来た ので は あるまい。 そうして 見 

れば 飾磨屋 は、 どうかした 場合に、 どうかした 無形の 



うしました」 と 僕が 聞いたら、 爇君 がこう 云った。 「あ 

なた のお 帰りに なった の は、 丁度 好い 引 上 時でした よ。 

暫く 談 を 聞いて いるう ちに、 飾磨屋 さんがい なくな つ 

たので 聞いて 見る と、 太郎を 連れて 二階へ 上がって、 

蚊屋 を 吊らせて 寐 たと 云う じゃありません か。 失礼な 

事 をしても 構わない と 云うよう な 人で はない のです が、 

むとんじゃく 

無頓着な ので、 そんな 事 を もす るので すね」 と 云った。 

傍観者と 云う もの は、 やはり 多少 人 を 馬鹿にし てい 

き 

るに 極ま つ てい はしない かと 僕 は 甲 3 つ た。 
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